
 

 

 

 

 

 

 

 

を行いました。 

 

12月 17日（金）に学校内にて、今年度 2回目のリモートによる海外の高校との学術・文化交流会を行いまし

た。交流相手は前回と同じく柏崎高校と姉妹校である韓国の新道林（シンドリム）高校の生徒です。今回の学術

交流では 2 年生の文系と理系の生徒に KSPⅡ（柏崎サイエンスプロジェクトⅡ）の授業で 4 月から取り組んで

きた研究活動の成果を英語で発表していただきました。発表活動に戸惑いながらも英語表記の発表資料を作成し

たり、何度も英語での発表を練習したり一生懸命に準備し、当日を迎えました。また、相手の韓国新道林高校か

らは３グループが研究発表をしてくれました。環境保全などを意識した取り組みに、柏崎高校の生徒も刺激を受

けることができたようです。 

柏崎高校英語部の協力も有り、第 1回よりも韓国と柏崎の高校生の交流ができるような工夫を試みることがで

きました。まだまだ改善すべきところも多いですが、来年度の交流会へ向けて準備を進めてまいります。 

 

 

●交流会の内容●               

 ☆研究発表☆ 

   ＊柏崎高校（２年生） 

  ・（文系）子供に人気のある絵本とは？ 

  ・（数学）ヌメロン必勝法＋α 

       99.9％を求める 

  ＊新道林高校 

  ・ブラジルナッツ効果の防止 

  ・水の中の硝酸塩を取り除く効果的な 

方法を考える 

  ・水質汚染の防止と天然ハーブによる 

効果的な重金属イオンの除去 

 ☆英語部主導の交流活動☆ 

 ・英語しりとり 

 ・韓国と柏崎の好みの違いチェック 

 

 

❀柏崎高校の生徒の声❀ 

 ・発表に対する質問にしっかりと回答できなくて悔しかった。これから英語力を向上させていこうと思う。 

 ・前回は勇気がでなかったり、時間もあまりなかったりした都合で直接韓国の高校生と話すことができません 

でしたが、今回は積極的に質問し、英語で交流できた！ということも実感できたので、とても嬉しかったし 

楽しかったです。研究発表は難しくて完璧に理解することはできなかったけれど、友達と話しながら理解を 

深められたのでよかったかなと思います。また、いざ自分が話すとなると挨拶を忘れたり、一言付け加えら 

れなかったりと日常的な英語になれておらずもどかしさも感じました。この気持ちを忘れずに、次回はこの 

ような機会があればもっと上達させてから挑みたいと思います。 
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韓国の高校生の英語 

のレベルが高くて 

驚いた 

（柏崎高校 2年生） 

 

第 1回よりも理解 

できたし、質問も 

できてよかった 

（柏崎高校 1年生） 

 


